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日本型着地観光を考える

サイクルツーリズム成功の
３つのポイント



本日の内容：

１、日本のサイクリング観光の特徴 欧米と比較して

２、着地型観光発展の要因とサイクルツーリズム“発展のさせ方”

事例１：輪の国びわ湖推進協議会
事例２：茨城県「サイクリング王国いばらき」
事例３：滋賀県高島市観光協会

おまけ：サイクリストがちょっとテンションの
上がる看板集

３、成功の３つのポイント

Key for Success



自己紹介
〜1987 英国ロンドンで翻訳通訳業務。

1994〜 帰国後、外資系企業を経て、監査法人系コンサルティング会社に

2000〜 トライアスロンを始め、宮古島、佐渡などロングの国内のレースに参加
その後、2006年〜2015年ごろまで海外のアイアンマンレースに参加。

2004〜 国内単独自転車旅を始め、2006年頃より、海外のサイクリングツアーに参加するようになる。

2014〜 退職後、サイクリング専門の旅行会社、㈱プラネットアドベンチャーを設立
国内外で，サイクリングツア—を催行。環島（台湾一周サイクリング）やインド、ニュージーランド
など、サイクリストの夢を叶えるツアーを企画催行する

2016 日本のサイクルツーリズムのインフラが整っていないことを痛感。自転車教育の先進国である
英国サイクリング協会CTC（Cycling UK)にて研修。英国運輸省(DfT)認定インストラクター、及び、
CTC認定のガイド/ツアーオペレーター資格を取得。
その後、ガイド・インストラクターを養成するトレーナー資格を取得

2017〜 サイクリングガイドの育成、並びに初心者講習を開始
11月、一般社団法人日本サイクルツーリズム推進協会を設立する。現在、日本各地でサイクリ
ングガイド/サイクルインストラクターの養成を行うとともに、主に幼稚園児、小学校低学年のお
子様を対象とした「子供のためのBikeablity自転車教室」を開催している。
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日本のサイクルツーリズムを

考える際にまず押さえておきたい

２つの側面

地域創生の切り札

着地型観光

官民ともに
努力が必要

自転車文化

地域住民が主体となって、

観光資源を発掘、プログラム化し、

旅行商品を作る

果たして、日本に一般の方々が

日々の暮らしの中で

自転車を楽しむ習慣があったのか



着地型 “コト消費”観光 の始まり

1988年：青森県五所川原市金木

「津軽地吹雪会」

冬の雪原に強風で巻き上がる地吹雪を

馬ぞりに乗って体験。

ストーブ列車の中で、地元のおば
ちゃんが津軽弁とスルメと地酒で

接待し、交流。

元祖



地吹雪ツアー：地元７人で手作り企画

• 役場職員、酒屋の奥さん、バス運転手さんなど７人
• 最初は誰も相手にしてくれなかった。
周囲の反応

• 「金木の評判を落とすことはやるな」と非難される
• 県庁からも「企業誘致に支障をきたすから」と反対された
• 旅行代理店からは、地吹雪を血吹雪と間違えられた

地元住民は総反対してもいいから、よその地域、
南に住む人たちの関心を呼び起こして味方につけよう！

国内外（台湾、ハワイ、タイなど、暑い国・地域）から来訪

今では、太宰治、吉幾三と並んで、
金木名物の１つに挙げられるほどの取り組みに！



着地型 「体験」と「交流」が主目的 ＝ コト消費

特徴① 地域住民が主役

特徴② 現地集合・現地解散

特徴③ 自ら集客・販売

観光と無関係だった
普通の地域住民が

普通すぎて気づかなかったことが
他の地域の人にとって
魅力的だと気付き、

おもてなしをするために
自分の地域に

それが生きがいになったり
楽しみになったり、お金になったり

交流人口の増加
地域コミュニティの活性化
地域経済の振興

地元
７人

厄介
もの

地吹
雪

来てもらう



1990年代後半：農林業体験、漁業体験、自然体験プログラム

2000年ごろ〜：観光客ニーズの多様化

2000年代：インターネットなどの普及で自ら募集

発地型〜コト消費〜着地型

さまざまな観光地を巡
るツアーや宴会を目的

発地型旅行商品
1970年ごろ〜

体験型のもの、交流型
のものが開発される

着地型旅行商品
2000年ごろ〜

・観光の対象は毎回同じ
・旅行者の心理に飽き
・旅行そのものへの
付加価値を求める

コト消費型観光商品



着地型サイクリングツアーと豪旅行客の傾向

「体験型観光コンテンツ市場の概観」
世界のコト消費と海外旅行者の意識・実態の調査結果

国土交通省観光庁観光資源課平成31年3月

＆

ニセコエリアにゆかりの深い
オーストラリア旅行客の動向



着地型観光 サイクリングツアー



オーストラリア

“文化”はほとんど0円
レジャーとスポーツに
お金を使っている

旅行者が何にお金を使っているか



オーストラリアは2030年に向け
サイクルツーリズムを強化

サイクリング振興による経済効果試算
（年間）

滞在日数長期化 ４８億円

イベント開催 8.8億円

小売・宿泊 2.8億円

レジャーサイクリング
約20倍を誘致



レジャーサイクリング

という言葉が出てきましたが・・・



自転車の歴史 日本 VS 欧米

欧米

自転車の発明 1817年、ドイツ

レース 1868年 仏・パリ

レジャー 1880年代〜

サイクリングロード 1915年 オランダ

通勤 1890年代〜

ツアー 1920年代〜

日本

輸入 1885年ごろ

日本での製造 1890年〜

スポーツ（運動） 1886年

レース 1898年

女性のステータス 大正時代

実用車 第一次世界大戦〜

明治18年

明治31年

Cycling UK
1878年設立



日本の自転車観光はいつ始まった？

2007年〜 しなまみ海道で
サイクリング観光の取り組みが始動

2008〜2009 年 社会実験をし問題点を抽出
広島側がサイクリストが迷わないように
ブルーラインを引く

2009年 愛媛県側で、
NPO法人シクロツーリズムしまなみ設立

2010年〜 広島・愛媛が協力し、サイクリング観光を推進

2013年〜 この頃から急激にサイクリストが増え始めた



日本の自転車観光はいつ始まった？ （続き）

2014年頃〜しまなみに続けと、日本各地でサイクリングをテーマにし
た観光客誘致に熱い視線が向けられるようになった

この年にサイクリング専門の旅行会社を立ち上げ、
（一社）全国旅行業協会に加入
旅行業会の反応：へえ〜そんなものがあるの？
サイクリストの反応：自分で漕ぐのにずいぶん高いね〜

2017年 自転車活用推進法施行 国民の責務として以下に協力
⑬自転車を活用した国際交流の促進
⑭観光旅客の来訪の促進その他の地域活性化の支援



日本

• 旅行業態として確立していない
• 民間の力
• 自然に発生したというより
１）地方創生
２）環境
３）健康
４）経済 ・・・・
を目的とした国の施策
→自治体に努力義務

国

自転車活
用推進法

地方創生

自治体
に委ねる

着地型
（滞在型）

欧米

• 旅行形態の一つ
として確立

• 自然発生的

• 民間も自転車を
レジャーとして
楽しんでいる

日本のサイクルツーリズム＞自然発生的なものでない



民官 地域経済の振興・活性化

地方創生
観光立国
エコ・健康

↓
自転車活用推進法

旅行ニーズ＆スタイル
の変化

↓
発地型→着地型
マスツーリズム

→個人・小グループ
サイクリング
が良いのでは？

サイクルツーリズム＞推進には官民のコラボが不可欠



コラボ事例 自治体の牽引 X 民間の力

１、民から官へ （官を巻き込む）
ビワイチ
輪の国びわ湖推進協会茨城県

２、官から民へ （民/企業を巻き込む）
いばらきサイクルツーリズム構想
サイクリング王国いばらき



滋賀県におけるビワイチ推進の取り組み

びわ湖一周は以前から関西の自転車好きの登竜門

1985年 琵琶湖一周サイクリング大会 スタート

1991年 滋賀県「自転車道路整備５ヶ年計画」
「特定推進市町村自転車道整備事業」
「バイコロジー自転車道整備事業」

2001年 滋賀県「琵琶湖一周サイクリングマップ」発行

2009年 輪の国びわ湖推進協議会設立



ビワイチ 輪の国びわ湖推進協議会

輪の国ビジョン

移動する時の手段として、自転車＋公共交通を誰もが優先して選ぶよ

うになることで将来に渡ってみんなが幸せに暮らせる社会を目指す

当初

観光の視点
はなかった

2009年10月設立
市民（NPO)、事業者、行政の3者で構成
市民の有志によるボランティアを中心に
活動



輪の国びわ湖推進協議会の取り組み

• セミナー、シンポジ
ウムの開催

• びわ湖一周サイクリング認定証
＋ 認定ステッカー（自転車に貼れる）
発行数 2009年 33人 2018年 106,000人

• びわ湖一周自転車BOOK 11,000部
基礎知識、サブコース紹介

• 協賛ショップ（51店舗）来店者に特典
自転車屋内預かり、空気入れ
パンク修理キットの販売・提供
自転車宅配サービス、
マイボトルへの給茶



民間の活動ありき、２０１２年 民が官を巻き込む
湖周道路の整備にともない、子供の頃から
一度は自転車で琵琶湖を一周という文化があった

2009年 輪の国びわ湖推進協議会（個人・NPO）
による様々な活動

2012年 滋賀プラス・サイクル推進協議会（県）

自転車の日常利用と 観光利用 の推進

働きかけ

日
常
利
用
の
推
進

観光
視点

加わ
る



滋賀プラス・サイクル推進協議会<官民コラボ開始>

安全利用WG

４つのワーキンググループを設置

情報発信WG

サイクルママ
WG

自転車
ツーリズムWG



ビワイチ プラス・サイクル事業に見る官民協業

民間団体「輪の国びわ湖推進協議会」が自転車施策策定に参画

2015年ごろ〜県からの委託事業が降りてくるようになった
ガイド育成、サイクルステーション設置、講習会、
サイクリングマップ、シンポジウムなどなど

県に育てて
もらった

• プラス・サイクル事務局に市民を登用

• 事業の中身を市民と一緒に考え、
市民がその仕事を受ける

Win-Win



ビワイチ・プラスの取り組み ツーリズム施策 １

サイクルサポートステーションの設置

• サイクラック
• トイレ、
• 空気入れ、
• 工具
• ボトルへの給水

• レンタサイクル
• 自宅などへの自転車配送
• 自宅などへの手荷物配送
• チューブ販売
• 自転車用品販売
• 観光情報

必
須

2016年
132箇所

2021年
317箇所



ビワイチ・プラスの取り組み ツーリズム施策 ２

サイクルサポートステーション
講習会

• サイクリストへのおもてなし
• サイクリストの望むもの
• スポーツ自転車の基礎知識
• 交通ルール＆マナー
• 施設案内看板について
• 電動アシスト自転車について
• 情報交換会
（初級者向けと上級者向け）

サイクルツアーガイド
講習会

• サイクリング中の「風景・景
観」の役割とは

• サイクリングルート造成
• 実習

セミナー・講習会の実施

日本語・英語
中国語

サイクリングマップの制作

全て民間が受託

多言語化



ビワイチ・プラスの取り組み 成果

ビワイチ体験者数
2016年 5.2万人→ 2019年 10.9万人

ビワイチロゴマークの活用数
2020年7月現在 67件

ビワイチアプリのダウンロード数
2020年3月末現在 35,575DL

びわ湖を一周して終わりではない

複数のコースを用意
宿泊してもらい
日数をかけて滞在

サブルート
高島市
観光協会の取り組み

もう一つの取り組み



コラボ事例 自治体の牽引 X 民間の力

１、民から官へ （官を巻き込む）
ビワイチ
輪の国びわ湖推進協会茨城県

２、官から民へ （民/企業を巻き込む）
いばらきサイクルツーリズム構想
サイクリング王国いばらき



いばらきサイクルツーリズム構想

県を挙げての取組み

サイクルツーリズムの
急速な盛り上がり

情報発信強化

受入体制整備

地域自然の最大活用
県・市町村・民間などと
相互連携し推進

サイクリング王国
いばらき
の実現！

茨城県総合計画〜「新しい茨城」への挑戦〜や
「いばらき自転車活用推進計画」との連動を図る



茨城県 稼げる地域作りの推進 （2019〜）

県・市町村・民間などと相互連携し推進
!
"
#
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%
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国
)
*
+
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1.ターゲットや地域資源のセグメント分けに

応じた誘客の仕組み

2.効果的で多様な情報発信

3.サイクリストの受入体制整備

4.自転車走行空間の整備



ターゲットや観光資源による明確なセグメント分け

サイクリング愛好者を中心に、体験観光を志向する

一般観光客(女性やシニア層等)メインターゲット：



ターゲットを観光資源でセグメント分け

一般観光客

ビギナー

サイクリング愛好家

上級者 ビギナー

ライドツアー

クルーズ＆ライド

グルメライド

散走ライド



“戻らなくて良い”レンタル自転車整備（ビギナー・一般）

乗り捨て自由な
広域レンタサイクルシステムの構築

貸し出し・返却場所 １１箇所

主要都市・スポットからの
アクセス方法と時間を明示

タンデムや
キッズバイクも
レンタル



茨城県 稼げる地域作りの推進 （2019〜）

県・市町村・民間などと相互連携し推進
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1.ターゲットや地域資源のセグメント分けに

応じた誘客の仕組み

2.効果的で多様な情報発信

3.サイクリストの受入体制整備

4.自転車走行空間の整備

7年連続の最下
位から脱出！

2020年 42位に

『認知度』
『情報接触度』

UP



効果的で多様な情報発信（１）ポータルサイト

ポータルサイト
「サイクリングいばらき」

• モデルルート

• 見どころ情報とおすすめコース

• サイクリストに優しい宿紹介

• 休憩所や自転車修理店の情報



効果的で多彩多様な情報発信（２） YouTube

ルート紹介のみならず

サイクリング
＆

ソロキャンプ

インフルエンサー
食べ物

イメージキャラ「女王」
農業体験

2021年7月現在

動画数
１７０本!!



効果的で多彩多様な情報発信（３） 印刷物

ツアープランのチラシ
「１泊」「日帰り」のおすすめコースを紹介

サイクリングマップ：メインルート＆サブルートも！
県のみならず市町村が設定した
「おすすめコース」や「フルーツカレンダー」

どこにでも
置いてある！

ガイドブック
「じてんしゃ旅」



茨城県 稼げる地域作りの推進 （2019〜）

県・市町村・民間などと相互連携し推進
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1.ターゲットや地域資源のセグメント分けに

応じた誘客の仕組み

2.効果的で多様な情報発信

3.サイクリストの受入体制整備

4.自転車走行空間の整備



認定条件サイクリストを歓迎する施設であること
を前提に、以下の条件をすべて満たす宿泊施設。

1. 安全な自転車の保管場所がある。

2. チェックイン前・チェックイン後のフロント等
で手荷物の預かりが可能。

3. 洗濯が可能。
(近隣のコインランドリーの案内でも可)

4. 自転車宅配の受取・配送
(配送業者の案内でも可)が可能。

5. スポーツバイク対応の
空気入れ・工具の貸出

サイクリストにやさしい宿認定事業



県下全体のサイクリングモデルルートに事業を展開

• 奥久慈里山ヒルクラ
イムルートや大洗・ひ
たち海浜シーサイド
ルートに拡充中

令和３年４月現在
２５施設

サイクリストにやさしい宿認定事業

モデルルート
策定も支援



茨城県 稼げる地域作り→裾野を広げる

官主導：ただし、官が支援できるのはせいぜい5年

地道な
提案活動

①市町村を巻き込む
その気にさせる 地域振興をうたう
観光課ではなく、企画課に働きかける

②企業を巻き込む
JR東日本を巻き込めたのは大きかった
駅ビルの赤字化＞黒字化に向けた取組

③市民を巻き込む
市民サイクリングクラブの結成
レンタル自転車の地元民展開

着手
まもない



事例 サブルート展開と周辺地域の取り組み

滋賀県高島市観光協会

ビワイチがメインルート

通り過ぎるだけの場所にはならない



“ビワイチ” 通過点ではなく、直に来てもらう

車で来てもらう →マイバイク対応
サイクリスト専用の大規模駐車場
北部、南部、山あいの場所 ３箇所に
（都市計画時に一挙に！）

電車で来てもらう→レンタサイクル整備
JR各駅にレンタサイクル（乗り捨ても）
３セク・民間も連携
ママチャリ X スポーツ自転車

イベントの開催やサイクリングコース開発
高島ロングライド１００キロ
Northコース、Southコース、Fullコース・・・

マイバイクとレンタルの
ニーズを明確に分ける

ナショナルサイクルルート認定
に甘んじない 来やすさを追求

Point １



日本の着地型サイクリングは、２通り？

スポーツ系 観光・体験・交流系

目的 ・自転車に乗ることが主目的

運動、爽快感、達成感、自然
イベント・大会、チャレンジ性
ふれあい、スイーツ・グルメ

・その土地の暮らしを知る
（移動に自転車を使う）

観光、文化、産業、自然、体験、
ふれあい、スイーツ・グルメ

自転車 マイバイク
MTB、ロードバイク、グラベル等

レンタルバイク
シティバイク、e-bike、ミニベロ

距離 短い〜長い（車種による） 短い（10〜20km）

時間 短い〜長い（車種による） 短い（半日ほど）



周辺自治体の取り組み

公益社団法人びわ湖高島観光協会

１）景色は見てもらえても、
お金が落ちない

・食事は近隣の長浜などへ
・宿泊は大津に

２）冬だけのスキー場に
春〜秋にもきてもらおう

３）高齢化
・継続できない

４）交流が生まれない

2006年5町1村が合併し、
高島市となる2008年、びわ湖高島観光協会設立

徹底的な聞き取り
と情報発信に
徹する！

地域に還元
できない観光は
観光ではない！

滞在型・

域内周遊型観光
にしていかなけれ
ばならない

地域がどれだけ
頑張っても、

地域に必要とされる

観光協会を目指そう！

当
初

認
識
し
た
課
題

Point ２



スキーリゾート大改造 観光協会がイニシアティブを取り・・・

決して

見せるだけ
で終わらせ
ない！！

スイーツや
カフェ、土産
物・・
緊密連携

春〜秋も楽しめる場所に
〜スキーゴンドラもフル活用

四季を通じて、山を楽しむ

夏山〜ゆり園〜花畑
花カレンダー

“映え” インスタで

“おしゃれ空間”ランプの灯るカフェ
土産物、レストラン→食べて買って帰ってもらう

Point ３グリーンツーリズム化



地元のアクティビティを徹底的に洗い出し、育てる

単なるアクティビ
ティー紹介で終わ
らせない

→必ず、
料金表と連絡先

Point ４

カヤック

フットパス

トレッキング

パドルサーフィン

トレイル

カヌー

スクールもあれば、ツアーもある

陸
.
湖
.

キャンプ

いいね！を行動に変える

観光は刻々と変わる
生き物だ！



観光コンテンツを洗い出し、複合的にプロデュース

“選べる”体験Point ５

さらに

第１次産業 農・
林・漁を活かし

教育と体験型で、
個人、企業・学
校から団体旅行
を誘致

実のある
見せ方をする

相乗効果
で土地の
魅力を
アップし、

一般観光
客にもサイ
クリング提
案を展開



３つの事例から見る「成功の３つのポイント」

官民が連携する

日本の特殊事情
から、これは

MUST

連携努力なしで
推進はない

誰かが儲かる

民を巻き込む
ためには

MUST

民への
ノウハウ移転
も考えたい

乗ってもらう

初心者や未経験
者が楽しめる
仕組み作りを

一般観光客
市民
にも展開


